
河原田地区に咲き誇っていた桜の花も散り、新緑がまぶしい季節となりまし

た。春とは思えない気温が続き、新年度のスタートと重なり、子どもたちの疲れ

も出てくる頃かと思われます。新年度の始まりにあたり、ご家庭での睡眠時間が

とれるよう早寝早起きなど、生活習慣を確立して体を慣らしていってほしいと

思います。 

 

 

  

 第 2 号でも紹介しましたが、6 年生の学年集会に参加させていただき、6 年

生は河原田小学校の「顔」であるという話をしました。子どもたちは、最上級生としての責任を果たし

てくれています。 

 集団登校では、低学年の子どもたちが安全に登校できるように一列に並べ、

歩く速さを考えて登校することができています。また、始業式などの全校行事

では、話をしている人と目が合うように話し手を見つめて聴く姿勢が素晴らし

いです。 

 入学してまだ学校生活に慣れない 1 年生に牛乳パックの開き方を教えてく

れている姿は、ほほえましいです。朝の学習の時間には、1年生に読み聞かせ

をしてくれています。6 年生のお兄さん、お姉さんが楽しそうに読んでくれ

るので 1年生は集中して聞いています。 

 これからたくさんの行事があります。その中で最上級生として全校のモデ

ルとなる姿を見せることで、素敵な河原田小学校になるようみんなを引っ張

っていってくれることを期待しています。 

 

 

 

 23日（土）は今年度最初の授業参観を予定しています。保護者の皆さまにと

って、新しい学年での子どもたちの様子が気になるところだと思います。本来で

あれば、保護者の皆さまにゆっくり子どもたちの様子を見ていただきたいとこ

ろですが、依然として新型コロナウイルスの感染が収まらない状況のため、6日

に配付した「授業参観のお知らせ」のとおり感染症対策をし

ての参観とさせていただきます。 

ご理解いただきますとともに感染症対策へのご協力よろし

くお願いします。 

 

 

 

 

参観①（ 9：30～10：15） 

参観②（10：30～11：15） 

参観③（11：30～12：15） 

密にならないように学年で出席番号によって割り振られてい

ます。4/6付の授業参観案内を確認して来校してください。 

河原田小学校の顔 

四日市市立河原田小学校 

 令和４年 ４月１８日 

授業参観について 

☆来校時のマスク着用、検温、手指消毒

へのご協力お願いします。 

☆当日風邪症状のある方の来校は控え

てください。 

☆自動車での来校は控えてください。 

☆各家庭 2名までの参観となります。 



 

 

 

13日（水）第 1回避難訓練を実施しました。新しい学年となり、避

難経路を知ることや火災での避難方法を理解し実践することが目的で

した。子どもたちは緊急放送をよく聞き、担任の先生の指示に従って避

難することができました。 

子どもたちの避難の確認ができるまでに 5 分 5 秒でした。子ども

たちの避難の様子を見ていると頭を下げ、口をハンカチで押さえ煙を

吸い込まないようにしていました。また、子どもたちが運動場に避難

し終えたときに教室を見上げるとどの教室も窓が閉まっていて燃え

広がらないようにできていました。 

ハンカチで口を押さえる、燃え広がらないように窓を閉めるなどさ

さいなことまで意識することが自分の命を守ること、周りの人の命を

守ることにつながります。 

子どもたちには、一番大切なことは、「命を守ること」そのため

には、放送や担任の先生の話をしっかり聞くことと話をしました。

話をしている私の顔をしっかり見つめて集中して話を聞くことが

できました。今回の避難訓練では、大変落ち着いた姿で命を守るた

めの行動ができました。緊急事態の時ほど落ち着いて行動できるよ

うにして、大切な命を守ってほしいと思います。 

 

  

 

 

 本校では一人 1台タブレットを活用し、授業に取り組んでいます。ICT

機器の活用が得意な職員もいる反面、活用することが苦手な職員もいるの

で職員研修をしながら授業での活用を充実するよう取り組んでいます。本

校は四日市市の ICT推進教育校の指定を受けているので、各学年積極的に

授業でタブレットを活用するようにしています。 

 子どもたちが使用するにあたり、ネットモラルなどを指導し、正しく使

えるように指導していきます。子どもたちにとって大変魅力的な学習道具

でありますが、使い方によっては危険な場合もあります。SNSでのトラブ

ルなども報告されています。子どもたちが視覚的にまた効果的に学習理解

につながるように活用していきますので、ご家庭での見守りをお願いしま

す。 

 子どもたちは、年度当初自己紹介カードや一学期の目標をタブレットで作成し、先生に提出するなど

手慣れた手つきで学習に取り組んでいます。授業を参観していても、私に

は同じ実践ができないと感じてしまいます。 

 職員にはタブレットを使うことが大切ではなく、どんな力をつけるのか、

子どもたちが夢中になれる授業にするためにはどうすればよいのかしっ

かり考え、学びを深める授業実践することを大切にするよう伝えています。

子どもたちが夢中になって授業に向かえるように今後も取り組んでいき

ます。 

避難訓練 

タブレットの活用 

職員研修（タブレット活用） 

3年算数授業実践 


